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研究要旨 

自然災害が多発するわが国では、災害経験を重ねるたびに、母子に対する栄養・食生活

支援が見直され、ガイドラインやマニュアル、支援ツール（以下、ガイドライン等）が作

成されてきた。しかし、ガイドライン等の数や種類は多く、必要な情報に速やかに辿り着

くのは容易ではない。そこで、令和 2年度は、災害時における母子支援のマニュアルを作

成するとともに、現在公表されている災害時における栄養・食生活に関連するガイドライ

ン等を調査、抽出し、内容を精査・整理することで、短時間で欲しい情報に辿り着くため

の一助とした。 

調査方法は、検索エンジン Googleを用いたキーワード検索、およびハンドサーチとし、

①国 ②政府関連機関 ③学術団体 ④全国規模の職能組織 ⑤全国規模の関連組織が発出

しているガイドライン等を採択基準とした。抽出されたガイドライン等を精査し、内容を

分類し、母子に関連するガイドライン等を絞り込んだ。これらの結果も踏まえ、災害時に

おける母子支援のマニュアルを作成した。 

20 の母子に関連するガイドライン等が抽出され、作成組織は、国・政府関連機関、学

術団体が多かった。ガイドライン等の作成（更新）日は、全て 2011 年 4月以降であった。

しかし、その後更新や改定がされていないガイドライン等がほとんどであった。ガイドラ

イン等の内容は「備蓄関連」「避難所関連」「災害時全般」「赤ちゃん・こども関連」「アレ

ルギー関連」の 5つのカテゴリーに分類された。フェーズ別では、フェーズ 1と 2が多く、

発災後 72 時間以内と避難所対応の記載が中心だった。これらの情報も参考にし「災害後

の中長期的な母子保健対策マニュアル（専門職向け）：栄養士」および「災害後の中長期

的な母子保健対策マニュアル（当事者/一般向け）・パンフレット：食生活・栄養面」を作

成した。 

本研究から、母子以外の対象においても、長期化する避難生活へ対応できるガイドライ

ン等の作成や更新が必要であることが示唆された。今後は、ガイドライン等を増やすばか

りではなく、必要な情報に速やかに辿り着く仕組みを取り入れた作成が不可欠である。 

 

A.目的 

自然災害が多発するわが国では、災害経

験を重ねるたびに、母子に対する栄養・食

生活支援が見直され、災害時のガイドライ

ンやマニュアル、支援ツール（以下、ガイ
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ドライン等）が整備されてきた。厚生労働

省は、東日本大震災が発生した 2011 年の

4月に『避難所における食事提供の目安と

なる栄養の参照量』1)、発災3か月後の2011

年 6月に『被災後 3ヶ月以降の避難所にお

ける食事提供の評価・計画のための栄養の

参照量』2)を発出した。これを受け、国立

研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

（当時の独立行政法人国立健康・栄養研究

所。以下、健康・栄養研究所）は、『避難

所における食事提供の計画・評価のために

当面の目標とする栄養の参照量に対応し

た食品構成例』3)、および『避難所におけ

る食事提供の計画・評価のために当面の目

標とする栄養の参照量に対応した具体的

献立例』4)を作成し、2011 年 5 月に HP 

上で公開した。さらに、健康・栄養研究所

と公益社団法人日本栄養士会は、避難生活

中の母子への配布を目的とした『赤ちゃん、

妊婦・授乳婦向けリーフレット』5)、これ

らの内容を解説した『赤ちゃん、妊婦・授

乳婦向けリーフレットの解説資料』6)、栄

養士等専門職向けの『災害時の栄養・食生

活支援マニュアル』7)を共同で作成し、

2011 年 4 月に HP 上で公開している。他

にも、種々なガイドライン等が災害発生の

たびに、各省庁や自治体、学会等から発出

されている。 

しかし、こうした多数あるガイドライン

等の中から自分がほしい情報に辿り着く

のは困難である。 

そこで、現在公表されている災害時の母

子に関する食生活・栄養に関連するガイド

ライン等を調査、抽出し、内容を精査・整

理することで、短時間で欲しい情報に辿り

着くための一助とした。 

 

B.方法 

(1)ガイドライン等の収集 

1)検索エンジンを用いた収集 

本研究に関連するガイドライン等

は、検索エンジンGoogleを用いた検索

によって収集した。検索キーワードは

以下の通りである。 

「災害 or 防災」＆ 

「栄養 or 食 or 食事」＆ 

「ガイドライン or ガイド or  

マニュアル or 手引き or 指針」＆ 

「衛生」 

ヒットしたガイドライン等 43本の

中から、「国」「政府関連機関」「学

術団体」「全国規模の職能組織」「全

国規模の関連組織」から公表されてい

るガイドライン等34本を抽出した。 

2)ハンドサーチ 

 次いで、複数の研究員が災害時の支

援活動、および災害に関する研究活動

の中で参照経験のあるガイドライン

等、または抽出ガイドライン等からの

孫引きから12本を収集した。 

 1)～ 2)で収集されたガイドライン

等46本のうち、重複する3本を削除し、

計 43本を本研究に関連するガイドラ

イン等として抽出した（図１）。 

(2)分類、一覧表作成 

43本のガイドライン等を精読し、そ

の内容・目的からカテゴリー分けを行

った。次に、各ガイドライン等の「名

称」「作成組織」「アドレス」「作成

（更新）日」「主な対象者」「災害時

の各フェーズに対応する記載の有無」

「目的」「備考（内容）」「母子に関

する記載の有無」「母子に関する記載

内容」を一覧表に整理した（表1）。 

災害時のフェーズは、全国保健師長

会が発刊している「大規模災害におけ

る保健師の活動マニュアル」 8)を参考

に、以下の4段階とした。 

0：平時・発災前 

1：概ね災害発生後72時間以内 

2：応急対策期・生活の安定期(避難所) 

3：復旧・復興対策期(仮設住宅) 

(3)母子に関するガイドライン等の抽

出 

（2）で作成した一覧表の中から、

母子に関する記載有の20本を本研究

に関するガイドライン等として抽出

した（表2）。 

（4）母子マニュアルの作成 

抽出されたガイドライン等の内容、

および令和元年度の本研究班で実施

したフォーカスグループインタビュ

ーの結果を参考にし、災害時の母子支

援に活用できるマニュアルを作成し

た。 

 

C.結果 

母子に関するガイドライン等の作成組
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織は以下の通りであった。なお、参考とし

て B.方法（2）で抽出した 43 本における

数を（）内に示した。国・政府関連機関に

当たる組織が 5(5)で、その内訳は、農林

水産省、厚生労働省、内閣府、健康・栄養

研究所、国立感染症研究所であった。国・

政府関連機関以外でガイドライン等を作

成している団体は、学術団体（学会及び協

会）：5(12)、 全国規模の職能組織：1(1)、 

全国規模の関連組織：3(3)であった。ガイ

ドライン等の作成（更新）日を見ると、全

てのガイドライン等が 2011 年 4月以降に

作成されていた。しかし、作成後更新や改

定がされていないものがほとんどであっ

た。 

主な対象者は、一般家庭/要配慮者のい

る家庭、被災者や避難者/支援者・専門家・

自治体職員、要配慮者等であった。各フェ

ーズの取り扱い数を見ると、フェーズ 0：

10(23)本、フェーズ 1：17(36)本、フェー

ズ 2：17(36)本、フェーズ 3：6(9)本で、

フェーズ 1 と 2 が多く、フェーズ 1 と 2

は常にセットで示されていた（図 2）。 

抽出したガイドライン等は、その内

容・目的から「備蓄関連」「避難所関

連」「炊き出し関連」「災害時全般」「赤

ちゃん、こども関連」「アレルギー関

連」「高齢者、疾病関連」の 7 つのカ

テゴリーに分類された。各カテゴリー

のガイドライン等の数は、「備蓄関連：3(7)

本」「避難所関連：3(7)本」「炊き出し関連：

0(2)本」「災害時全般：4(6)本」「赤ちゃん、

こども関連：7(7)本」「アレルギー関連：

3(3)本」「高齢者、疾病関連：0(11)本」で、

母子に関するガイドライン等のカテゴリ

ーは、「備蓄関連」「避難所関連」「災害

時全般」「赤ちゃん、こども関連」「ア

レルギー関連」の 5 つであった。各ガ

イドライン等の目的および内容には、

重複が多かった。 

【備蓄関連】のガイドライン等では、そ

の対象者は一般家庭向けと要配慮者およ

び要配慮者のいる家庭向けに分類されて

おり、母子は要配慮者のうちの一つとして

示されていた。その内容は、乳幼児、特に

粉ミルクと離乳食が主となっていた。No.3

のポータルサイトでは、乳幼児のいる世帯

の家庭備蓄実践事例が写真と共に示され

ていた。また、食料品備蓄においては、か

つての「保存食」は影をひそめ、日常的に

食べている食品を多めに購入してストッ

クする「ローリングストック法」9)が主流

となっていた。 

【避難所関連】のガイドライン等では、

備蓄関連ガイドライン等では示されてい

ない「妊産婦」や「女性」に関する記載が

あった。また、感染症対策や定期予防摂取

に関する情報も示されていた。 

【災害全般】のガイドライン等では、母

子は要配慮者のうちの一つとして示され

ていた。No.10 のガイドラインでは、栄

養・食生活支援に加え、災害から受ける影

響やニーズの男女の違いへの配慮や女性

を防災～復興までの担い手と考えるなど、

母子を含めた女性について一歩踏み込ん

だ内容となっていた。 

【アレルギー関連】ガイドライン等では、

アレルギー患者やその家族だけでなく、ア

レルギー患者への対応に関わる人までを

対象としていた。 

また、本研究により抽出されたガイ

ドライン等の内容、および昨年度の本

研究班で実施したフォーカスグルー

プインタビューの結果を参考にし、災

害時の母子支援マニュアルを作成し

た。マニュアルは専門職向けとして、

特に市町村に勤務する行政栄養士を

対象とした「災害後の中長期的な母子

保健対策マニュアル（専門職向け）：

栄養士」として作成した。さらに、一

般向けとして「災害後の中長期的な母

子保健対策マニュアル（当事者/一般

向け）」および、イラストをふんだん

に盛り込んだ「パンフレット：食生

活・栄養面」を作成した（図3）。 

 

D.考察 

(1)自助・公助の備えの充実 

フェーズ1と2の取り扱い数が多いこと

から、災害時の栄養・食生活支援が、発災

後 72 時間以内と避難所対応が中心になっ

ている可能性が示唆された。災害対策は、

まず自助があり、足りない部分を共助、公

助で補うことが望ましいとされている 10)。

しかし、家庭の食糧備蓄（自助）は十分に

進んでいない 11)。さらに、自治体の災害

準備状況（公助）を調査した山田らは、食

糧備蓄が不十分であること、防災計画その
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ものに食糧備蓄が示されていないこと、援

助食料の分配に栄養士・管理栄養士が関与

する体制が整っていないことなどを指摘

している 12)。全国市区町村での同様の調

査においても、常勤管理栄養士が配置され

ている市区町村ほど、災害準備や災害関連

部署との連携が進んでいることを報告し

ている 13)。今後、平時の備え（フェーズ 0）

として、①家庭の備蓄を増やす（自助） ②

自治体における備蓄を含めた災害準備を

進める（公助） の 2 点が重要である。そ

のためにも、こうした準備に栄養士・管理

栄養士が積極的に関わっていくこと、関わ

るための体制作りが望まれる。 

(2)母子を含む要配慮者への備えの充実 

災害時の避難所における栄養ケアニー

ズは、乳児や高齢者が高いと報告されてい

る 14,15)が、要配慮者用特殊栄養食品の備

蓄は少ない 12)。災害時の母子保健に関す

る研究において、「ミルク、アレルゲン除

去食品、離乳食の不足」の深刻さが報告さ

れている 16)。また、アレルギーの問題は、

発災後すぐの急性期だけでなく中～長期

期まで長期化することも示されている 17)。

母子を中心とした要配慮者への備えの充

実は、特に重要だと考えられる。 

(3)男女共同参画の視点 

2020 年に内閣府から発出された「防

災・復興ガイド（ガイドライン等 No.10）」

には、男女共同参画の視点が加わっている。

災害時に男性より女性の方がより多く死

亡すること 18)、災害後に女性への暴力が

増加すること 19)などが世界中で報告され

ている。我が国においても、東日本大震災

直後の 2011 年 6月 11日に「災害・復興と

男女共同参画シンポジウム」が開催され、

防災や復興に対する女性の果たす役割の

重要性が議論されている 20)。2011 年 1 月

11 日に行われた「ジェンダー視点からみ

る災害・復興」21)でも、男女共同参画部局

との連携がない都道府県では、避難所運営

指針において要配慮者支援への記述が少

ないこと、備蓄に調味料が少ないこと 14)

（主食のみ）等を報告した上で、より生活

の場に近い女性の意見を防災に反映させ

る重要性を述べている。今後、平時の備え

から発災後の対応、復旧・復興に至る全て

の場面において、女性の意見が反映される

ことは、母子保健サービスの向上に直結す

ると考えられる。 

(4)ガイドライン等への新知見の追記、お

よびガイドライン等の認知度向上 

全てのガイドライン等が 2011年 4 月以

降に作成されていたことから、こうしたガ

イドライン等作成のきっかけは、2011年 3

月 11 日に発生した「東日本大震災」であ

ることがうかがえる。しかし、本研究で抽

出したガイドライン等は、作成されたまま

更新されていないものがほとんどであっ

た。2011年の東日本大震災から 10年が経

過し、災害支援に関するエビデンスは着実

に増えていると思われる。2020 年に発表

された「自然災害後の栄養問題と改善の取

り組みに関連する要因のレビュー」22)では、

避難所の規模と設備（避難所の大きさ・ガ

ス・水道・停電・調理器具）や専門家間の

連携（栄養士・自衛隊・学校給食センター）

が栄養改善と関連していたと報告してい

る。同じく 2020 年に発表された原田らの

報告 23)には、栄養・食生活支援を進める

ためには、モノ・ヒト・情報に加え、これ

らを円滑に提供するための「システム」が

重要であると記されている。今後、こうし

た新しい知見をガイドライン等に追記し

ていく必要があると考えられる。 

加えて、ガイドライン等の認知度や活用

度が低いことも報告されている 24,25)。ガ

イドライン等が充分に活用されるために

も、まずはガイドライン等の認知度を高め

るためのアクションが必要だと考えられ

る。 

 

E.結論 

現在公表されている母子に関する災害

時の食生活・栄養に関連するガイドライン

等を調査した。2011年から 10年が経過し

ても更新されていないガイドライン等が

多いこと、フェーズ 1および 2の内容が多

いこと等が明らかとなった。 

今後は、備蓄を中心とした自助・公助の

備えの充実、特にミルクや離乳食といった

母子への備えの充実、および災害に関する

全ての場面における男女共同参画の視点

の活用、ガイドライン等の更新と認知度向

上を進めていく必要があると考えられる。 
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図１．ガイドライン等採択プロセス フローチャート 
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図２-１．抽出されたガイドライン等における各フェーズ毎の取扱い数（n=43） 
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図２-２．母子に関するガイドライン等における各フェーズ毎の取扱い数（n=20） 
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（1/6） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 1 2 3
　

1
緊急時に備えた家庭用食
料品備蓄ガイド

農林水産省

https://ww
w.maff.go.j
p/j/zyukyu/
anpo/pdf/g

平成26.2
(2014.2)

一般家庭 〇
備蓄（新型イ
ンフルエンザ
含む）

大規模災害や新型インフルエンザなどの新型感染
症といった緊急時に備えるための家庭用備蓄に関
する情報（16頁）

無

2
家庭用食料品備蓄に関す
るリーフレット

農林水産省

https://ww
w.maff.go.j
p/j/zyukyu/
anpo/attac

平成
28.8.30
(2016.8.3
0)

一般家庭 〇
備蓄（家庭用
備蓄ガイド概
要版）

緊急時に備えた家庭用食料品備蓄ガイド の簡易版
（4頁）

無

3 トクする防災(備蓄の心得) 日本気象協会

https://tok
usuru-
bosai.jp/sto
ck/stock.ht
ml

平成
29.7.19
(2017.7.1
9)

一般家庭 〇 備蓄
備蓄、避難する際の持参品、外出先で被災した場
合等、防災に関する情報をまとめたサイト

有

⑦配慮が必要な方の中に、
家族に乳幼児がいる場合に
必要なものというコーナー
あり

4
災害時に備えた食品ス
トックガイド

農林水産省

https://ww
w.maff.go.j
p/j/zyukyu/
foodstock/a
ttach/pdf/g

平成31.3
(2019.3)

一般家庭 〇 備蓄
備蓄に適した食品の選び方、ローリングストック
法等による日頃の活用方法、災害時に役立つ簡単
レシピなどをイラストや写真付きで紹介（20頁）

無

5
要配慮者のための災害時
ストックガイド

農林水産省

https://ww
w.maff.go.j
p/j/zyukyu/
foodstock/g
uidebook/p

平成31.3
(2019.3)

要配慮者、
要配慮者が
いる家庭

〇
備蓄（要配慮
者）

乳幼児、高齢者、食べる機能が弱くなった方、食
物アレルギー、慢性疾患をもつ方向けの備蓄をイ
ラストや写真付きで紹介（28頁）

有

乳幼児向け、アレルギー
（離乳期・乳幼児期以上）
向けの備え（備蓄）と実践
（レシピ）

6 家庭用備蓄ポータル 農林水産省

https://w
ww.maff.g
o.jp/j/zyuk
yu/foodsto

令和1.6.7
(2019.6.7
)

一般家庭 〇
備蓄（動画
版）

緊急時に備えた家庭用食料品備蓄ガイド の動画版 有
乳幼児向けの備え（何を備
蓄するか？）について

7
民間企業ローリングス
トック情報リンク

農林水産省

https://ww
w.maff.go.j
p/j/zyukyu/
foodstock/n
etwork/rolli
ng.html

備蓄、ロー
リングス
トックにつ
いて知りた
い人

〇 備蓄
民間企業が発信している備蓄やローリングストッ
クに関する情報をまとめて表示したサイト

無

名称 作成 アドレス 作成(更
新)日

主な対象者 フェーズ 目的 備考（内容等） 母
子

内容

【備蓄関連】

NO.
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（2/6） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 1 2 3

8
感染症情報センターによ
る情報
（東日本大震災）

国立感染症研究
所

http://idsc.
nih.go.jp/ea
rthquake20
11/IDSC.ht
ml

平成23.3
～平成
23.5
(2011.3

被災者およ
びその支援
者

〇 〇
被災地での感
染症予防

東日本大震災時の感染症情報をまとめたサイト 有
被災地あるいは避難中の小
児における定期予防接種の
考え方　へのリンクあり

9 衛生管理リーフレット
国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/data/
manual/h2
3evacuation

平成23.4
(2011.4)

避難者およ
びその支援
者

〇 〇
避難生活を少しでも元気に過ごすための注意事項
のうち、衛生管理について1枚にまとめたもの（1
頁）

無

10
衛生管理リーフレット用
解説

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/apps_
web2/mem
ber/downlo

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇
No.11の解説書（但し、日本栄養士会会員のみ閲
覧可）

無

11 栄養食生活リーフレット
国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/data/
manual/h2
3evacuation

平成23.4
(2011.4)

避難者およ
びその支援
者

〇 〇
避難生活を少しでも元気に過ごすための注意事項
のうち、食事と運動について1枚にまとめたもの
（1頁）

無

12
栄養食生活リーフレット
用解説

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/apps_
web2/mem
ber/downlo

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇
No.13の解説書（但し、日本栄養士会会員のみ閲
覧可）

無

13
被災地での健康を守るた
めに

厚生労働省

https://ww
w.mhlw.go.j
p/bunya/ke
nkou/hoken
-

平成
23.7.25
(2011.7.2
5)

被災者およ
びその支援
者

〇 〇
避難所での健
康維持・管理

被災地での健康を守るための生活全般についての
注意事項をコンパクトにまとめたもの（10頁）

有
５．妊婦さん、産後まもな
いお母さんと乳幼児の健康
のためにという項目あり

14 避難所運営ガイドライン
内閣府(防災担

当)

http://www
.bousai.go.j
p/taisaku/h
inanjo/pdf/
1604hinanj

平成28.4
(2016.4)

自治体避難
所運営担当
者

〇 〇 〇 〇 避難所運営
避難所を開設するだけでなく、その質を向上さ
せ、被災者の健康を維持するためのガイド（67
頁）

有
Ⅲ ニーズへの対応＞(1)要
配慮＞16．女性・子供への
配慮　という章あり

NO.

【避難所関連】

避難での衛生
管理

避難所での健
康維持・管理

名称 作成 アドレス 作成(更
新)日

内容主な対象者 フェーズ 目的 備考（内容等） 母
子
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（3/6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 1 2 3
 

15 炊き出し衛生マニュアル 日本家政学会

http://www
.jshe.jp/pro
ject/takidas
hi.pdf

平成
26.3.31
(2014.3.3
1)

炊き出しや
炊き出し支
援に関わる
人

〇 〇
炊き出し時の
衛生管理

炊き出しの準備から撤収まで衛生管理の基本をイ
ラスト付きで解説（27頁）

無

16

炊き出し&場作りの知恵袋
～炊き出しに幅広い生活
支援の視点を加えるため
に～

アレルギー支援
ネットワーク

http://alle-
net.com/wp
2/wp-
content/upl
oads/2018/
04/69fa5e0

平成30.4
(2018.4)

炊き出しや
炊き出し支
援に関わる
人

〇 〇 〇 〇
炊き出しが復
興を支えする
ことを伝える

炊き出しが単なる食の提供に留まらず、被災者の
主体性を引き出し、復興までの生活全般を下支え
すすることを事例とともに解説。オススメ！（24
頁）

無

17
災害時の栄養・食生活支
援マニュアル

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/assets
/data/learn

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇
災害時の栄
養・食生活支
援

栄養士・管理栄養士が被災地支援を行う際のマ
ニュアル（14頁）

有
災害時の食事や栄養補給活
動の流れの中での、母子へ
の支援の位置づけが示され

18
自然災害時における物流
業のBCP作成ガイドライ
ン

一般社団法人日
本物流団体連合

会

https://ww
w.butsuryu.
or.jp/asset/
40737/view

平成24.7
(2012.7)

BCP作成担
当（物流業
者）者

〇 〇 〇 〇 BCP策定
物流事業者が事業継続計画（BCP）を策定するた
めのガイドライン（29頁）

無

19 JDADAT活動マニュアル 日本栄養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/assets
/data/abou

平成26.2
(2014.2)

日本栄養士会
災害支援チー
ムのメンバー

〇 〇 〇 　
災害時の栄
養・食生活支
援活動

日本栄養士会災害支援チームが被災地で活動する
際のマニュアル（55頁）

無

20
大規模災害時の栄養・食
生活支援活動ガイドライン

日本公衆衛生協
会

http://www
.jpha.or.jp/
sub/pdf/me
nu04 2 h30

平成31.3
(2019.3)

〇 〇 〇 〇
自治体職員向け栄養・食生活支援活動ガイドライ
ン
全国の自治体の現状（調査結果）も記載されてい

有
要配慮者把握対象事例の中
に示されている程度

21
大規模災害時の栄養・食
生活支援活動アクション
カード

日本公衆衛生協
会

http://www
.jpha.or.jp/
sub/pdf/20
200423 1.p

令和2.3
(2020.3)

〇 〇 No.17を具体的なカード化（84頁） 有
要配慮者の支援の中に、
No.23のリーフレット引用
あり

22
男女共同参画の視点から
の防災・復興ガイドライン

内閣府
(男女共同参画

局）

http://www
.gender.go.j
p/policy/sa
igai/fukkou

令和2.5
(2020.5)

自治体の地
域防災、避
難所運営、

〇 〇 〇 〇
防災、災害支
援

平時の備え➡初動➡避難生活➡復旧・復興までの
一連の支援に女性の視点を入れて作成したガイド
ライン（83頁）

有
女性の中でも特に、妊産婦
や母子への配慮が明記され
ている

【災害時全般】

自治体職員
災害時の栄
養・食生活支
援

目的 備考（内容等） 母
子

内容フェーズ

【炊き出し関連】

名称 作成 アドレス 作成(更
新)日

主な対象者NO.
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（4/6） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 1 2 3

23
赤ちゃん、妊婦・授乳婦
向けリーフレット

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/data/
manual/h2
3evacuation

平成23.4
(2011.4)

避難所の赤
ちゃん及び
妊婦・授乳
婦

〇 〇
避難生活を少しでも元気に過ごすための注意事項
のうち、赤ちゃん及び妊婦・授乳婦について2枚に
まとめたもの（2頁）

有 同左

24
赤ちゃん、妊婦・授乳婦
向けリーフレット用解説

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/apps_
web2/mem
ber/downlo

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇
No.23の解説書（但し、日本栄養士会会員のみ閲
覧可）

有 同左

25

平成30年北海道胆振東部
地震による災害により被
災した妊産婦及び乳幼児
等に対する支援のポイン
トについて

厚生労働省

https://ww
w.mhlw.go.j
p/content/1
0600000/00
0352072.pd
f

平成
30.9.3
(2018.9.3
)

妊産婦、乳
幼児を支援
する専門職

〇 〇
避難所等で生活している妊産婦、乳幼児の支援の
ポイントをコンパクトにまとめている（本文4頁）

有 同左

26
災害時に乳幼児を守るた
めの栄養ハンドブック

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/news/
upload/ima
ges/38b6b8

令和1.1
(2019.1)

乳児をもつ
母親

〇 〇
災害時の母乳・粉ミルク・液体ミルクに関する情
報をイラスト付きでコンパクトにまとめたもの（4
頁）

有 同左

27

災害時における乳幼児の
栄養支援の手引き（赤
ちゃん防災プロジェク
ト）

日本栄養士会
JDADAT

https://ww
w.dietitian.
or.jp/news/
upload/ima
ges/aec041

令和1.1
(2019.1)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇 No.25の解説書（13頁） 有 同左

28
被災地の避難所等で生活
をする赤ちゃんのためのQ
& A

日本新生児成育
医学会

http://jsnhd
.or.jp/saiga
i.html

平成23.4
(2011.4)
令和2.3
(2020.3)

乳児をもつ
母親とそれ
を支援する
人

〇 〇
被災地の避難所等で生活をする赤ちゃんのための
Q & Aを日本語プラス6か国語で示したサイト

有 同左

29
災害時における学校給食
用物資の確保・供給手順

全国学校給食会
連合会

https://ww
w.mext.go.j
p/content/1
421828_07.
pdf

令和
1.10.1
(2019.10.
1)

学校給食に
関わる人

〇 〇 〇 〇
災害時におけ
る学校給食実
施体制の構築

災害時における学校給食実施体制の構築のため、
給食用物資の確保・供給の手順をまとめたもの
（本文33頁）

有 同左

NO.
フェーズ 母

子
内容

【赤ちゃん、こども関連】

避難所での健
康維持・管理
（赤ちゃん・
妊産婦）

目的 備考（内容等）名称 作成 アドレス 作成(更
新)日

主な対象者
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（5/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30
アレルギー疾患のこどもの
ための「災害の備え」パ
ンフレット

日本小児臨床ア
レルギー学会

http://jspca
.kenkyuukai
.jp/special/
index.asp?i
d=28829

平成30.7
(2018.7)

アレルギー
の子どもが
いる家庭

〇 〇 〇
災害時のアレ
ルギー対応

災害への備え、発災直後の工夫、避難生活での工
夫、あると便利なグッズなどを喘息・アトピー性
皮膚炎・食物アレルギーに分けて紹介（8頁）

有
アレルギーを持つ子どもに
ついての記載

31 アレルギーポータル
日本アレルギー
学会　　/厚生

労働省

https://alle
rgyportal.jp
/just-in-
case/

平成
30.10.31
(2018.10.
31)

災害時のア
レルギー対
応に関わる
人全て

〇 〇 〇 〇
災害時のアレ
ルギー対応

災害時のアレルギー対応について、患者さん向
け・医療事業者向け・災害時の取組方針の３つに
分けて掲載したサイト
●患者さん向け：災害時のこどものアレルギー疾
患対応パンフレット/アレルギー疾患のこどものた
めの「災害の備え」パンフレット/家庭備蓄のすす
め●医療従事者向け：妊産婦・乳幼児を守る災害
対策ガイドライン（東京都)/災害派遣医療スタッ
フ向けのアレルギー児対応マニュアル/災害派遣医
療スタッフ向けアレルギー疾患対応マニュアル
●取組方針：内閣府防災基本計画/避難所における
良好な生活環境の確保に向けた取組指針/厚生労働
省防災業務計画/大規模災害対策におけるアレル
ギー用食品の備蓄に関する提案

有

以下の記載あり
●災害時のこどものアレル
ギー疾患対応パンフレット
●妊産婦・乳幼児を守る災
害対策ガイドライン（東京
都）

32
アレルギーっ子の災害対
策

アレルギー支援
ネットワーク

https://alle
-
net.com/bo
usai/

災害時のア
レルギー対
応に関わる
人

〇 〇 〇 〇
災害時のアレ
ルギー対応

過去の支援事例がまとめらた膨大な情報サイト。
災害時のアレルギーに関する具体的な課題が想定
できる。

有
アレルギーを持つ子どもに
ついての記載

【アレルギー関連】
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表１．抽出ガイドライン等 43本の一覧表（6/6） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33 ご高齢者向けリーフレット
国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/data/
manual/h2
3evacuation

平成23.4
(2011.4)

避難所にい
る高齢者

〇 〇
避難所での健康維
持・管理（高齢者）

避難生活を少しでも元気に過ごすための注意事項のうち、高齢
者向けの情報について2枚にまとめたもの（2頁）

無

34
ご高齢者向けリーフレット用
解説

国立健康・栄養
研究所/日本栄

養士会

https://ww
w.dietitian.
or.jp/apps_
web2/mem

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管
理栄養士

〇 〇
避難所での健康維
持・管理（高齢者）

No.33の解説書（但し、日本栄養士会会員のみ閲覧可） 無

35
糖尿病医療者のための災害時
糖尿病診療マニュアル

日本糖尿病学会 書籍
平成26.3
(2014.3)

医療従事者 〇 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（糖尿病患者）

書籍 無

36
2014年版 災害時循環器疾患
の予防・管理に関するガイド
ライン

http://www
.j-
circ.or.jp/ni
shinihon201
8/JCS2014_

平成26.6
(2014.6)

災害が循環器疾患に与えた影響に関するこれまでの知見をまと
め、実際に震災を経験した専門家が現時点において行っている
方針・見解を集大成（102頁）

無

37
2014年版 災害時循環器疾患
の予防・管理に関するガイド
ライン

http://www
.j-
circ.or.jp/ni
shinihon201

平成26.6
(2014.6)

No.40のダイジェスト版（29頁） 無

38
透析を受けている患者さんへ
～災害に備えて

日本透析医学会

https://ww
w.jsdt.or.jp
/public/212
0.html

平成
29.6.1
(2017.6.1
)

透析患者 〇 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（透析患者）

以下の２つのPDFにアクセスできるサイト
●透析を受けている患者さんへ ～ 大災害時に備えて（まと
め）●透析をうけている患者さんへ ～ 災害に備えて

無

39 災害時のお口のケアについて
日本口腔ケア学

会

https://ww
w.oralcare-
jp.org/saig
aiji/

令和
2.12,23
(2020.12.
23)

被災者 〇 〇 災害時の口腔ケア 被災時の歯磨き（口腔ケア）の重要性と方法を紹介（1頁） 無

40
日本糖尿病協会HP　災害に
あった時には

日本糖尿病協会

https://ww
w.nittokyo.
or.jp/modul
es/patient/i

令和
3.1.14
(2021.1.1
4)更新

糖尿病患者 〇 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（糖尿病患者）

No.37～39を内包した、糖尿病患者向け総合サイト 無

41
糖尿病連携手帳挟み込み型防
災リーフレット

日本糖尿病協会

https://ww
w.nittokyo.
or.jp/uploa
ds/files/dis
aster leaf

令和
3.1.14
(2021.1.1
4)更新

糖尿病患者 〇 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（糖尿病患者）

表面：非常時携行品リスト、薬剤の名称や避難所情報、地域の
災害拠点病院の連絡先記入欄、災害発生時の糖尿病管理の心得
裏面：食事と運動のワンポイントアドバイス

無

42 糖尿病災害時ハンドブック 日本糖尿病協会

https://ww
w.nittokyo.
or.jp/uploa
ds/files/dis

令和
3.1.14
(2021.1.1
4)更新

糖尿病患者 　 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（糖尿病患者）

災害時の心得/避難所でできる運動/患者情報や薬の飲み方（6
頁）

無

43
インスリンが必要な糖尿病患
者のための災害時サポートマ
ニュアル

日本糖尿病協会

https://ww
w.nittokyo.
or.jp/uploa
ds/files/dis
aster manu

令和
3.1.14
(2021.1.1
4)更新

インスリン
が必要な
糖尿病患者

〇 〇 〇
災害時の健康維持・
管理（インスリンが
必要な糖尿病患者）

心構えと準備/災害発生時/避難時/避難生活 でのインスリン・
糖尿病に関する情報（18頁）

無

災害時の健康維持・
管理（循環器疾患）

【高齢者、疾患関連】

日本循環器学会
/日本高血圧学
会/日本心臓病

学会

医療従事者 〇 〇 〇 〇



46 
 

表２．母子に関する採択ガイドライン等 20本の一覧表（1/3） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 1 2 3
 

1 トクする防災(備蓄の心得) 日本気象協会 https://tokusuru-
bosai.jp/stock/stock.html

平成29.7.19
(2017.7.19)

一般家庭 〇 備蓄
備蓄、避難する際の持参品、外出先で被災した
場合等、防災に関する情報をまとめたサイト

⑦配慮が必要な方の中に、家族に乳幼児がい
る場合に必要なものというコーナーあり

2
要配慮者のための災害時ス
トックガイド

農林水産省

https://www.maff.go.jp/j/zy
ukyu/foodstock/guidebook/
pdf/need_consideration_stoc
kguide.pdf

平成31.3
(2019.3)

要配慮者、要配
慮者がいる家庭

〇 備蓄（要配慮者）
乳幼児、高齢者、食べる機能が弱くなった方、
食物アレルギー、慢性疾患をもつ方向けの備蓄
をイラストや写真付きで紹介（28頁）

乳幼児向け、アレルギー（離乳期・乳幼児期
以上）向けの備え（備蓄）と実践（レシピ）

3 家庭用備蓄ポータル 農林水産省
https://www.maff.go.jp/j/
zyukyu/foodstock/index.ht
ml

令和1.6.7
(2019.6.7)

一般家庭 〇 備蓄（動画版）
緊急時に備えた家庭用食料品備蓄ガイド の動画
版

乳幼児向けの備え（何を備蓄するか？）につ
いて

4
感染症情報センターによる情
報（東日本大震災）

国立感染症研
究所

http://idsc.nih.go.jp/earthqu
ake2011/IDSC.html

平成23.3～平成
23.5 (2011.3～
2011.5)

被災者およびそ
の支援者

〇 〇
被災地での感染症
予防

東日本大震災時の感染症情報をまとめたサイト
被災地あるいは避難中の小児における定期予
防接種の考え方　へのリンクあり

5 被災地での健康を守るために 厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/bu
nya/kenkou/hoken-
sidou/dl/disaster-
110722.pdf

平成23.7.25
(2011.7.25)

被災者およびそ
の支援者

〇 〇
避難所での健康維
持・管理

被災地での健康を守るための生活全般について
の注意事項をコンパクトにまとめたもの（10
頁）

５．妊婦さん、産後まもないお母さんと乳幼
児の健康のためにという項目あり

6 避難所運営ガイドライン
内閣府(防災担

当)

http://www.bousai.go.jp/tai
saku/hinanjo/pdf/1604hinan
jo_guideline.pdf

平成28.4
(2016.4)

自治体避難所運
営担当者

〇 〇 〇 〇 避難所運営
避難所を開設するだけでなく、その質を向上さ
せ、被災者の健康を維持するためのガイド（67
頁）

Ⅲ ニーズへの対応＞(1)要配慮＞16．女性・
子供への配慮　という章あり

7
災害時の栄養・食生活支援マ
ニュアル

国立健康・栄
養研究所/日本

栄養士会

https://www.dietitian.or.jp/a
ssets/data/learn/marterial/
h23evacuation5.pdf

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管理栄
養士

〇 〇
災害時の栄養・食
生活支援

栄養士・管理栄養士が被災地支援を行う際のマ
ニュアル（14頁）

災害時の食事や栄養補給活動の流れの中で
の、母子への支援の位置づけが示されてい
る。

8
大規模災害時の栄養・食生活
支援活動ガイドライン

日本公衆衛生
協会

http://www.jpha.or.jp/sub/p
df/menu04_2_h30_02_13.pdf

平成31.3
(2019.3)

〇 〇 〇 〇
自治体職員向け栄養・食生活支援活動ガイドラ
イン
全国の自治体の現状（調査結果）も記載されて

要配慮者把握対象事例の中に示されている程
度

9
大規模災害時の栄養・食生活
支援活動アクションカード

日本公衆衛生
協会

http://www.jpha.or.jp/sub/p
df/20200423_1.pdf

令和2.3 (2020.3) 〇 〇 No.17を具体的なカード化（84頁）
要配慮者の支援の中に、No.23のリーフレッ
ト引用あり

10
男女共同参画の視点からの防
災・復興ガイドライン

内閣府
(男女共同参画

局）

http://www.gender.go.jp/pol
icy/saigai/fukkou/pdf/guide
lene_01.pdf

令和2.5 (2020.5)
自治体の地域防
災、避難所運
営、防災・危機

〇 〇 〇 〇 防災、災害支援
平時の備え➡初動➡避難生活➡復旧・復興まで
の一連の支援に女性の視点を入れて作成したガイ
ドライン（83頁）

女性の中でも特に、妊産婦や母子への配慮が
明記されている

No. 母子に関する内容

【備蓄関連】

【避難所関連】

【災害時全般】

自治体職員
災害時の栄養・食
生活支援

名称 作成 アドレス 作成(更新)日 主な対象者 フェーズ 目的 備考（内容等）
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表２．母子に関する採択ガイドライン等 20本の一覧表（2/3） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 1 2 3

11
赤ちゃん、妊婦・授乳婦向け
リーフレット

国立健康・栄
養研究所/日本

栄養士会

https://www.dietitian.or.jp/d
ata/manual/h23evacuation3
a.pdf

平成23.4
(2011.4)

避難所の赤ちゃ
ん及び妊婦・授
乳婦

〇 〇
避難生活を少しでも元気に過ごすための注意事項
のうち、赤ちゃん及び妊婦・授乳婦について2枚
にまとめたもの（2頁）

同左

12
赤ちゃん、妊婦・授乳婦向け
リーフレット用解説

国立健康・栄
養研究所/日本

栄養士会

https://www.dietitian.or.jp/a
pps_web2/member/downloa
d?f=%2Fdata%2Fmanual%2
Fmember%2Fh23evacuation
3b pdf

平成23.4
(2011.4)

栄養士・管理栄
養士

〇 〇
No.23の解説書（但し、日本栄養士会会員のみ閲
覧可）

同左

13

平成30年北海道胆振東部地
震による災害により被災した
妊産婦及び乳幼児等に対する
支援のポイントについて

厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/con
tent/10600000/000352072.p
df

平成30.9.3
(2018.9.3)

妊産婦、乳幼児
を支援する専門職

〇 〇
避難所等で生活している妊産婦、乳幼児の支援の
ポイントをコンパクトにまとめている（本文4
頁）

同左

14
災害時に乳幼児を守るための
栄養ハンドブック

国立健康・栄
養研究所/日本

栄養士会

https://www.dietitian.or.jp/n
ews/upload/images/38b6b8
32444fbf45e58316b947b4b3
0d9a448c29.pdf

令和1.1 (2019.1) 乳児をもつ母親 〇 〇
災害時の母乳・粉ミルク・液体ミルクに関する
情報をイラスト付きでコンパクトにまとめたも
の（4頁）

同左

15
災害時における乳幼児の栄養
支援の手引き（赤ちゃん防災
プロジェクト）

日本栄養士会
JDADAT

https://www.dietitian.or.jp/n
ews/upload/images/aec041
f33071d6c0a7b768074ebeb3
4cf966e0cc.pdf

令和1.1 (2019.1)
栄養士・管理栄
養士

〇 〇 No.25の解説書（13頁） 同左

16
被災地の避難所等で生活をす
る赤ちゃんのためのQ & A

日本新生児成
育医学会

http://jsnhd.or.jp/saigai.htm
l

平成23.4
(2011.4)
令和2.3 (2020.3)
改定

乳児をもつ母親と
それを支援する人

〇 〇
被災地の避難所等で生活をする赤ちゃんのため
のQ & Aを日本語プラス6か国語で示したサイト

同左

17
災害時における学校給食用物
資の確保・供給手順

全国学校給食
会連合会

https://www.mext.go.jp/con
tent/1421828_07.pdf

令和1.10.1
(2019.10.1)

学校給食に関わ
る人

〇 〇 〇 〇
災害時における学
校給食実施体制の
構築

災害時における学校給食実施体制の構築のた
め、給食用物資の確保・供給の手順をまとめた
もの（本文33頁）

同左

No. 名称 作成 アドレス

【赤ちゃん、こども関連】

避難所での健康維
持・管理（赤ちゃ
ん・妊産婦）

作成(更新)日 主な対象者 フェーズ 目的 備考（内容等） 母子に関する内容
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表２．母子に関する採択ガイドライン等 20本の一覧表（3/3） 
 
 

0 1 2 3

18
アレルギー疾患のこどものた
めの「災害の備え」パンフ
レット

日本小児臨床
アレルギー学

会

http://jspca.kenkyuukai.jp/s
pecial/index.asp?id=28829

平成30.7
(2018.7)

アレルギーの子ど
もがいる家庭

〇 〇 〇
災害時のアレル
ギー対応

災害への備え、発災直後の工夫、避難生活での
工夫、あると便利なグッズなどを喘息・アトピー
性皮膚炎・食物アレルギーに分けて紹介（8頁）

アレルギーを持つ子どもについての記載

19 アレルギーポータル
日本アレル

ギー学会　　/
厚生労働省

https://allergyportal.jp/just-
in-case/

平成30.10.31
(2018.10.31)

災害時のアレル
ギー対応に関わる
人全て

〇 〇 〇 〇
災害時のアレル
ギー対応

災害時のアレルギー対応について、患者さん向
け・医療事業者向け・災害時の取組方針の３つ
に分けて掲載したサイト
●患者さん向け：災害時のこどものアレルギー
疾患対応パンフレット/アレルギー疾患のこども
のための「災害の備え」パンフレット/家庭備蓄
のすすめ●医療従事者向け：妊産婦・乳幼児を
守る災害対策ガイドライン（東京都)/災害派遣医
療スタッフ向けのアレルギー児対応マニュアル/
災害派遣医療スタッフ向けアレルギー疾患対応
マニュアル
●取組方針：内閣府防災基本計画/避難所におけ
る良好な生活環境の確保に向けた取組指針/厚生
労働省防災業務計画/大規模災害対策におけるア
レルギー用食品の備蓄に関する提案

以下の記載あり
●災害時のこどものアレルギー疾患対応パン
フレット　●妊産婦・乳幼児を守る災害対策
ガイドライン（東京都）

20 アレルギーっ子の災害対策
アレルギー支

援
ネットワーク

https://alle-
net.com/bousai/

災害時のアレル
ギー対応に関わる
人

〇 〇 〇 〇
災害時のアレル
ギー対応

過去の支援事例がまとめらた膨大な情報サイ
ト。災害時のアレルギーに関する具体的な課題
が想定できる。

アレルギーを持つ子どもについての記載

フェーズ 目的 備考（内容等） 母子に関する内容No. 名称 作成 アドレス 作成(更新)日

【アレルギー関連】

主な対象者
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図 3．作成した「災害後の中長期的な母子保健対策マニュアル（当事者/一般向け）」（一部抜粋） 
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